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企業経営機構に焦点をあて､改革の現状と課題を
明らかにした｡そして､第3章と第4章､第5章に
おいて､発展途上国におけるコーポレー ト･ガバ
ナンス議論の進展を検討し､ラテンアメリカにお
けるコーポレー ト･ガバナンス制度の特徴や問題
点､それを解決させるために行われている取り組
みを明らかにした｡
これらの研究を通じ､ラテンアメリカにおいて
も､積極的にコーポレート･ガバナンスに関する
議論や研究が行われていることを明らかにし､発
展途上国に焦点をあてた研究の必要性を明示する
ことができた｡第1に､ラテンアメリカをはじめ
とした発展途上国では､円卓会議において､地域
のコーポレー ト･ガバナンスに関する特徴や課題
を示したコ-ポレー ト･ガバナンス自書の策定を
はじめ､近隣の国々が協力して議論を行い､コー
ポレート･ガバナンス原則を用いた改革を積極的
に行っているのである｡また､コーポレート･ガ
バナンスの適応範囲を国有企業や銀行など､上場
企業以外にも広げようと議論を重ね､地域全体の
コーポレー ト･ガバナンスを向上させようと取り
組んでいるのである｡第2に､ラテンアメリカ各
国のコーポレート･ガバナンス制度を明らかにし
たところ､社外取締役の選任が義務付けられてい
ないことや､各種委員会が未整備であること､代
理取締役制度というラテンアメリカ独自の問題点
を抱えていることが明らかとなった｡また､議決
権行使の方法が未整備であり､株主の権利が尊重
されていないなどの問題も抱えており､ラテンア
メリカでは､企業経営機構改革を中心とした改革
が必要であることを浮き彫りにしたのである｡第
3に､それらの問題の解決に向けて､企業経営者
が中心となってコーポレー ト･ガバナンスに関す
る議論を行うカンパニー ･サークルが開催された
ことや､ブラジルのサンパウロ証券取引所におい
て､コーポレート･ガバナンスを用いた格付け制
度や株式市場を設立 したこと､発展途上国の企業
においても､企業独自コーポレート･ガバナンス
原則の策定が行われていることを明らかにし､ラ
テンアメリカにおけるコーポレー ト･ガバナンス
の議論や研究は､企業の実践へと移っているほど､
活発に取り組まれていることを明らかにした｡
